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『琉球官話集」の反切

－北方官話としての一側面一

渡邉ゆきこ

要約

『琉球官話集」は、質・量ともに琉球王朝時代の官話教材としては、高い研究価値を有し、

全四千余項目、ほぼ千箇所にも上る音注は、当時の官話を知る上で、重要な資料となっている。

本稿では、天理大学付属図書館所蔵の『琉球官話集』をもとに、『宮良當荘全集』第十巻に

付された同書の写真を参考にしながら、同書の反切を中心に分析を行い、同書の音注の一部が

明らかに明末清初に書かれた『五方元音』の影響を受けたものであり、北方官話の音韻体系に

属することを論証したものである。

キーワード：『琉球官話集』、音注、反切、『五方元音』、北方官話

の通商活動を主に中国と交流を持っていた長崎

が、当時最大の貿易港をもつ江南地方の言語をそ

のコミュニケーションの手段としていたことは、

想像に難くない。また、現在の研究では、長崎に

は多くの福建系の中国人が居住していたことも分

かっており、福建の方言を話していた可能性も高

い。

これに対し、薩摩は事実上、琉球を中継点とし

て、清国朝廷と貿易を行っており、中国語に関す

る情報も、琉球からもたらされた可能性が高い。

琉球の使者や官費の留学生の中には、自ら北京を

訪れ､あるいは数年におよぶ滞在経験を持つ者も、

多数いたと考えられる。矢放１９８１によれば、薩

摩は各地に中国語の通訳官を置き、中国語の教科

書として『二字話』『三字話』などを刊行してい

たが､(3)この二冊に関しては、『琉球官話集』にも

同名のものが収められており、教材に関しても、

琉球と薩摩に交流があったことを物語っている。

言い換えれば、薩摩と琉球の通事が使用していた

中国語が、ある程度共通していた可能性も高い。

琉球は、清朝政府と直接政治的・経済的交流関

係をもっていた。平１９８１は、「琉球の中国語が福

建官話より、さらに北方官話、あるいは北京官話

を意識していたことは十分に予想される」'４１とも

している。「官話」という名称を使っていること

１．はじめに

『琉球官話集』は、琉球王国時代「官話」と称

された中国語の教材である。喜舎場１９８１によれ

ば、近世最末期から明治の初頭頃にかけ、那覇の

住人鄭干英が、当時流布していた数冊の書籍を合

本し、現在のような形にした。川

現在天理大学付属図書館に所蔵されている『琉

球官話集』の見出し語句は、４１２４項目。そのほ

とんどに中国語の音声に関する記載と琉球語によ

る意味が付されている。中国語の語彙の多さ、音

韻に関する表記の豊富さは、他の琉球王朝時代に

記された中国語関連の書籍の中でも比類を見な

い。本書が当時、琉球で学ばれ、あるいは話され

ていた中国語を知る意味で、最も貴重な資料であ

ることは、言を俟たないだろう。

では、それはどのような中国語だったのだろう

か。

平１９８１は、長崎や薩摩の通事が残した資料に、

全く「官話」という文字が使用されていないこと

に着目し、次のように述べている。

琉球では純粋な北京官話ではなく、それに近

い北方官話、あるいは福建官話であったのに

対し、長崎、薩摩では江南語を使用していた

のである。(2)

江戸幕府による鎖国体制の中で、民間レベルで

－１１－
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自体からも、ある程度共通語を学ぶという認識を

持って教科書が編纂され、あるいは学習がされて

いたことは想像に難くない。

では、それは福建官話だったのだろうか、それ

とも北京官話だったのだろうか。

本稿では、天理大学付属図書館に所蔵されてい

る『琉球官話集』と『宮良當壮全集』第十巻に付

された同書の写真'５１の音注、特に反切を中心に分

析を行い、本書が編纂された近世末期の前後、琉

球で教授され、学習されていた中国語が、福建官

話だったのか北方官話だったのかを考えていきた

い。

●墨で書かれたもの

●「～～切」と記載された反切

●「音～」と記載された伝統的な直音に類

するもの

。「二音～」と表記されているもの

●漢字の右側、時には左側や下に書き加え

られた音注と思われる漢字の表記

●「ゾワン｣｢ヤン｣などカタカナによる音注

●「上平」「下平」「上声」「去声」「入声」

という文字による声調表記

●朱で書かれたもの

・カタカナで「キ」と書かれたもの

●文字や意味記載の間違いをただしたと思

われる、塗りつぶしと文字

注記は、一宇に－種とは限らず、これらを組み

合わせたものも多い。

他には、「喉」「ノド」「牙」「舌」「唇音」など、

調音点を表記したと思われるものもあり、墨で書

かれていたり、朱で書かれていたりしている。

２．２「尖団之別」

カタカナの「キ」は、注記された文字は、全部

で８５か所に出現する。「キ」と付記されている文

字は、以下のとおりである（頁数は、宮良本の写

真に付けられたもの)。ちなみに、「キ」は頭注に

は出現しない。

ｐ２０：「棟」「吉」「限」「下」「薑」「氣」「下」

ｐ２１：「今」「吉」

ｐ２２：「喜」「興」「戯」「寄」「見」

ｐ２３：「薑」「欠」「敬」

ｐ２４：「拠」「拠」「記」「仮」「結」「交」

ｐ２５：「家」「倦」「躯」「健」「計」

ｐ２６：「計」「計」「擬」「氣」「家」「去」「強」

「今」

ｐ２７：「欠」「畉」「繁」「強」「薑」「徹」

ｐ２８：「行」「几」「駕」「行」「求」「筈」

ｐ２９：「褐」「仮」「講」「腔」「起」

ｐ３０：「仇」「暁」

ｐ３１：「家」

ｐ３２：「稀」「結」

ｐ３４：「ﾛ向」「家」

ｐ３５：「軽」「香」「仮」「巧」

ｐ３８：「姦」

２．『琉球官話集』の音注

『琉球官話集」は、文字が記載されている頁だ

けで１３０頁。頭注を除く項目数は４１２４に上るも

ので、これは今日伝存する琉球王朝時代の官話教

本の中で、最大規模のものである。

内容は、「呼称類」「内外親族称呼類」「向人回

答類」「人物死後称呼之言」「応答人物死後之類」

「身体之類」「食物之類」「二字官話」「三字官話」

「四字官話」「五字官話」「北京俗語」「琉球国三

十六島」「唐栄八景」「本国俗並漢字呼」「冠船冊

封座々処々名記」と多彩だが、この内、中国語の

単語や短文が記載されているのは、「北京俗語」

までであり、それ以降の部分は、他の史書を引き

写したものではないかと考えられる。

２．１音注の種類

本書の音注には、合本された個々の書籍が、本

来出版された段階で、すでに付けられていたもの

と、後に本書の所有者達が書き加えていったもの

があると思われるが、少なくとも、全篇にわたり

すべての漢字に付けられた朱点の声調表記は、著

者が付したものだと考えていいだろう。

本書には前書きも凡例もないが､左下にある｢｡」

が陰平、左下にある「､」が陽平、左上にある「､」

が上声、右上にある「､」が去声、右下にある「､」

が入声を表していることが見て取れる。

この声調表記以外の音注は、すべて後に書き加

えられたと考えるのが妥当である。

本書の音韻表記には､以下のようなものがある。

－１２－
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・
墓

ｐ３９：「勤」「樫」

ｐ４０：「閑」「九」「謙」

｢急」ｐ４１

ｐ４３：「佳」「喜」

ｐ４４：「蒼」「吃」

ｐ４７：「拳」

ｐ７２：「兇」「救」

ｐ７３：「講」

ｐ７６：「向」「巧」

これらは、ｐ２８「筈」とｐ４４「菅」を除き、

すべて中古音体韻系では「見」「渓」「群」「暁」

「厘」など一連の声母を持つ文字である。

藤堂１９５９が指摘するように、中古音には存在

していた「見」「渓」「群」「暁」「厘」と「精」

「清」「従」「心」「邪」の区別は、１８世紀、ある

いはそれ以前から北京官話では混同され始め、現

在の普通話では共に［に］［に`］［Ｅ］と発音され

ている。'６１当時前者は「団音｣、後者は「尖音」と

呼ばれていた。『琉球官話集』の「キ」という表

示は、正に「団音」を指しているとみて間違いな

い。つまり、『琉球官話集』の官話は、「尖団之別」

を持つため、少なくとも北京官話ではないと言え

る。

3．反切から見た『琉球官話集』の中国語

３．１『琉球官話集』の反切

『琉球官話集』に記載されている反切は、計６０

か所。その内容は表１の通りである。

『琉球官話集』で使用されている反切は、その

使用された文字から、以下の二群に分類できる。

ここでは、次の１１項目を第一群とする。

ｐｌ２「鑑：居労切」

ｐ２４「越：雨月切」

ｐ２６「番：孚難切」

ｐ２７「峡：去月切」

ｐ２８「拍：戦珍切」

ｐ２８「拍：尼占切」

ｐ３０「齪：川略切」

ｐ３２「搭：他甲切」

Ｐ４１「雪：徐結切」

ｐｌＯ９「蝉：丑郡切」

ｐｌＯ９「擦：柚剛切」
…反切に続けて書かれたもの

／行を変えて書かれたもの

1３

頁 反切帰字 反切 その他の記載内容
９ 肋 雷蛇切

1２ ＊ 餅 居努切 字典…音鶉
２１ 爽 石二邑切 …音霜隻
２１ 冷 雷

山
国
『 言切

２３ 債 竹三夛切 ●●●Ｕ 鶏
２３ 借 剪蛇切 妾 賃 篭姐
２３ ＊ 懐【 火方切
２４ ＊ 越 雨月切 …員入聲
2６ 進 剪人切
2６ 准 竹人切
2６ 特 斗１h切
2６ ＊ 番 孚禦艮切 …音 朝
２７ 守 石

′ 二切
２７ 峡 去）]切
２７ 焼 曰藥切
２７ 擾 ヨ葵切
2８ ＊ 枯

！

践珍切 …音？
2８ ＊ 拍 己占切 …又…音鈷
２９ ＊ 錯 虎鵲切 …去聲
２９ ＊ 錯 鵲駝切
3０ 薑 火馬切 …化話
3０ 腹 剪天切 …暫上聲
3０ 齪 川略切
３１ 湊 鵲葵切
３１ 焦 剪葵切
３１ 便

右
石 i1藥切

3２ 搭 ｲ｛ 1Ｆ ﾖ切 …塔邉
3３ 陪

ち
ぢ

i1地切
3３ ＊ 嫌 画J天切 …去聲
3３ ＊ jlMi 竹天切 …去聲
3４ 恥 虫世切
３４ 閃 辻天切 …善上聲
3７ ＊ 痩 石と二切 …捜去聲
４０ ＊ 札 竹鳰息切 …音乍入聲
４０ ＊ 撞 竹羊切 ●●●q音莊装壯
４１ ＊ 勢 鞄世切 ●●●｣畔露辞匹
４１ ＊ 雪 徐結切 …音血學
４１ ＊ 雲 系駝切 ／綾娑鎖
４１ ＊ 卯 火駝切 ／阿峨鶴峨我餓悪
４１ ＊ ﾛ同 火駝切 ／‘可合賀
４２ ＊ ｍＪ 火駝切 ／‘ 可，合賀
４３ ＊ 駕 系虎切 ／音，谷訴宿粟速粛
４４ ＊ 擢 竹蛇切 ／音！斤漸者遮這灸
4４ ＊ 遥 斗馬切 ／音 逹
５３ ＊ 鯉 火馬切 …音下
５３ ＊ 樵 鵲藥切 …音樵礁
５３ ＊ 片 天鞄切 …去聲音便
5６ ＊ 樵 鵲葵切 …音樵月篤
６３ ＊ 蝦 に馬切 ①…音

一
、

８１ ＊ 巣 ｹ角切
8２ ＊ 呑 ±人切 …豚同屯亦同
8４ ＊ 牽 jＷ;天切 …音謙
8４ ＊ 雛

、
、

￣ -繁切 …音。紹雇；釣
8６ ＊ 墜 竹地切 …去聲追ポ圏賛錐
8６ ＊ 賊 剪地切 …音則子Ｅﾖ字入聲
8６ ＊ 噴 鞄人切 …盆去聲
8６ ＊ 宿 系虎切
9３ ＊ 齋 竹才切 …債一

｜
上一
一

一
△

1０９ ＊ 蝉 丑都切 …去塵紫／
1０９ ＊ 樽 柚剛切 …’1長エ z聲



沖縄大学人文学部紀要第１号２０００

才、葵、人、龍、地

３．３『五方元音』との関係

ここで注目されるのが、『琉球官話集』の注記

の中にひんぱんに出現する『五方元音』である。

『琉球'官話集』には、以下のように、数冊の書

籍が引用されている（②は1頁に２回引用されて

いることを表す)。

『五方元音』：ｐ２Ｌｐ２３、ｐ２６、ｐ２８，ｐ

３８、ｐ４Ｌｐ４２、ｐ４３、ｐ

４８②、ｐ４９、ｐ５Ｌｐ５２、

ｐ５９、ｐ６２②、ｐ６４ｐ６６

ｐ６８、ｐｌＯ４ｐｌＯ６、ｐｌｌＯ、

ｐｌｌｌ

『康煕字典』：ｐ２７②、ｐ２８、ｐ３Ｌｐ４２、

ｐ５２(7)、ｐ８６、ｐｌＯ４ｐｌｌＯ

『玉篇』：ｐ３０②、ｐ５２、ｐ７ａｐｌＯ１

『説文解字』：ｐ２８

『總課亜細亜言語」：ｐｌ２４

『總讓亜細亜言語』が中国語の教材であるのを除

けば、いずれも辞書的性質を持つものだが、『五

方元音』の引用回数の多さが、特に目を引く。

『五方元音』と反切を直接関連させて引用してい

るのは、ｐ７３の頭注にある「五方元昔昔丁北京

音相」という記載だけで、ほとんどが次のような

引用の仕方である。

ｐ２１：乗、五方元音勝声

ｐ４３：給、五方元昔昔吉入声

ｐ４８：膝、地系入声音夕見千五方元音

多くは、頭注に出現し、見出し語につけられた音

注を補足あるいは訂正する意味で使用されてい

る。上の例も、ｐ２１は見出し語の「乗涼」に朱

点による声調表記しかないため、頭注で補ったも

のである。ｐ４３は見出し語の「給祢」の「給」

に「二音集」と音注がされているが、これを『五

方元音」を根拠に訂正したもの。ｐ４８は見出し

語「両膝」の「膝」に「発」とも読める音注を訂

正したものだと思われる。つまり、少なくとも頭

注を書き加えた人物の－人は、『五方元音」に記

載されている字音の方が正しく、そう発音すべき

だと考えていたと見ることができるだろう。

また、ｐ７３の「五方元昔昔丁北京音相」とい

う記載からも分かるように、『五方元音」の音韻

これらは、反切上字から、更に二種に分けられ

る。つまり、『廣韻』で使用されている反切上字

を使用しているものと使用していないものの二種

であり、前者には、ｐｌ２「餅：居労切｣、ｐ２４

「越：雨月切｣、ｐ２６「番：孚難切｣、ｐ２７「峡：

去月切｣、ｐ２８「拍：尼占切｣、ｐ３２「搭：他甲

切｣、ｐ４１「雪:徐結切」の７項目が、後者には、

ｐ２８「枯:戦珍切｣、ｐ３０「齪:川略切｣、ｐｌＯ９

「樽：丑郡切｣、ｐｌＯ９「樟：柚剛切」の４項目が

ある。

『琉球官話集』に入声があることは、すでに述

べたが、この反切でも入声の反切帰字には、例外

なく入声の反切下字があてられている。音注を書

き入れた人物が、正確に入声を認識できた事を反

映していると思われる。この点から見ても、本書

に記されている中国語が、入声を持たない北京官

話以外のものであることは、明らかである。

一方､第二群は、上記の反切以外のすべてだが、

これらは『廣韻』で使用されている反切上字を使

用していないばかりか、反切上字、反切下字とも

に種類が少なく、しかも規則性を持っているよう

に見受けられることが特徴となっている。

３．２規則性のある第二群の反切上字と反切下字

ここで特に、前項で分類した第二群、つまり比

較的単純で規則性のある独特な反切を見てみた

い。

反切に使用されている文字は、以下の通りであ

る。

反切上字:火、雷、橋、系、虎、世、石、竹、

虫、天、斗、士、剪、鞄、鵲、日

反切下字:駝、蛇、馬、虎、鵲、天、牛、羊、

角、才、鞄、葵、人、龍、地

ｐ２９「錯：虎鵲」とｐ５３「片：天鞄」が原因

で、これら４文字が反切の上字にも下字にもなっ

ている以外は、共通して使用されている文字はな

い。これを従来とは逆の順序、つまり「韻十声母」

の１１１頁で表記していると解釈すると、『琉球官話集』

の反切は、以下のように声母と韻それぞれ専用の

文字を使用していると解釈することができる。

反切上字:火、雷、橋、系、世、石、竹、虫、

斗、士、剪、鞄、鵲、日

反切下字:駝、蛇、馬、虎、天、牛、羊、角、

－１４－
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表２『琉球官話集』と『五方元音』の用字比較表

圖ﾛ詔田閻l同居■■ﾛﾛ田ｍｍｍ

ｍｍｍｍｍｍｍ閾E祠田閻lmEﾖ圓

團囹ｍｍｍｍｍｍ
閾、關圖團圖閾、

体系が、「北京音」そのものではない、という認

識があった事も見て取れる。

『五方元音』は、清の蘂騰鳳（１６０１～1664）

が、順治１１年（1654）から康煕１２年（1673）

に著した韻書であり、民国初期まで中国北方で盛

んに使用された。『廣寧年希堯増補本』が最も広

く流通したが、康煕４９年（1710)、雍正５年

（1727)、同治元年（1862)、光緒１６年（1890)、

民国２年（1913）など多くの刊本があり、諸版は

文字の増補だけでなく、音韻体系にかかわる内容

の改変まで行われており、テキストは多い。燭）

しかし、藤堂１９５７によれば、いずれの版本も、

古官話の性格を脱し、近代官話としての音系体系

を体現している。(9)また『中国語新辞典』ｐｌ８７

～ｐｌ８８は、今日の北京語の音系が成立する過程

の第一段階として『五方元音』の音韻体系を挙げ、

韻母体系に関しては、すでに「涯」［iai］の存在が

現在の北京語とは異なる外は、現代北京語とまっ

たく同じだともしている。つまり、『五方元音』

の音韻体系は、北京官話そのものではないとして

も、それに大変近い北方官話の音韻体系だと言え

るのである。

実は、この『五方元音』の声母と韻は、『琉球

官話集」の反切で使われている文字に酷似してい

る。

『五方元音』の声母と韻は､以下のとおりである。

声母:櫛、鞄、木、風、斗、土、鳥、雷、竹、

虫、石、日剪、鵲、系、雲、金、橋、

火、蛙

韻：天、人、龍、羊、牛、葵、虎、駝、蛇、

馬、射、地

両書の用字を比較してみると(表２を参照)、『琉

球官話集』では、韻に『五方元音』では使われて

いない「世」「角」の二文字が使われている。ま

た、『琉球官話集』の「才」は『五方元音」の

「射」に相当すると思われる。しかし、これらの

ずれは、いずれも版本の違いや新たな音韻現象を

反映している可能性もあり、その食い違いの理由

を簡単に断言はできない。しかしいずれにせよ、

これだけ用字が一致している点から見ても､『琉球

官話集」に注を書き加えた人物が、『五方元音』

の影響を強く受けているとは言えるだろう。

『五方元音』の影響を受けていると思われるの

は､反切用字ばかりではない。声調の表記法にも、

『五方元音』の特徴が現われている。

上述したように、『琉球官話集』に墨で書き加

えられた声調は、「上平」「下平」「上声」「去声」

「入声」と記されている。

例）ｐ２６「強：音腔完下平」

ｐ２９「鰍：顕上平」

ｐ３２「聡：音從上平」

ｐ４２「盛：下平音成」

この「陰平」「陽平」に相当する「上平」「下平」

という名称は、『五方元音』あるいはその系統を

引く韻書独特のもので、他で使われることはきわ

めて少ない。㈹

また他に傍証となるが、『五方元音』にも「尖

団之別」があり、これも『琉球官話集』の音韻体

系と一致する。ちなみに、『五方元音』では、団

音は「金」［k］「橋」［k`]、尖音は「剪」［ts］「鵲」

［tS`］で表記されている。00

以上から、『琉球官話集』に注を書き込んだ人

物には、『五方元音』の音韻体系、言い換えれば

明末から清初にかけて成立した、北京官話に大変

近似する北方官話を学習していた人物がいたと、

断言できるだろう。

もちろん、以上述べた反切は、前述したように、

『琉球官話集」の反切の中でも、第二群に属する

もので、すべてではない。ただ、数量的にみても、

また他の音注に使われている用字から見ても、こ

の第二群がある程度主流となっていると思われ

る。しかし、第一群が反映している音韻体系に関

－１５－

『琉球官話集』の反切上字 × 鞄 × × 斗 土 × 雷 竹 虫 石 鵲 系 × × 橋 火 × 世

『五方元音』の声母 柳 鞄 木 風 斗 土 」烏 雷 竹 虫 石 鵲 系 雲 金 橋 火 蛙 ×

『琉球官話集』の反切下字 天 人 龍 羊 牛 葵 虎 駝 蛇 馬 豹

『五方元音』の韻 天 人 龍 羊 牛 葵 虎 駝 蛇 馬 豹
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に付された写真を拡大して確認した。

(6)藤堂明保１９５９「ki-とtsi-の混同は１８世紀に

始まる｣、『中国語学』９５号、ｐｌ～３，ｐ

ｌ２ｏ

(7)頭注には、ただ「字典」としかないが「康煕

字典」と判断した。

(8)中国語学研究会編１９８７『中国語学新辞典』

第７刷、光生館、ｐ２１２～214゜

(9)藤堂明保著１９５７『中国語音韻論』、江南書院、

ｐ104.

0Ｏ永島栄一郎1941｢近世中国語特に北方語系統

における音韻史研究資料について」『言語研

究』７号、ｐｌ４６～161と同氏１９４１「近世

中国語特に北方語系統における音韻史研究資

料について（続)」『言語研究』９号、ｐｌ７～

７９を参照｡明初から民国にかけて書かれた韻

書４０冊を詳細に紹介している。

(１，中国語学研究会編１９８７『中国語学新辞典』

第７刷、光生館、ｐｌ８８。

する研究も、当時琉球で学習されていた中国語の

全貌を知る上で、重要なポイントであり、今後の

研究課題としていきたい。

4．おわりに

以上みてきた音注は、前述したように、『琉球

官話集』に記されている音注のほんの一部に過ぎ

ない。量的に最も多いのは「音～」と書かれる直

音に類する表記である。「二音～」や直接一つか

ら数個の漢字をただ列記したものも少なくない。

今後、これらの音注を分析し、『琉球官話集』が

反映する官話が正しく北方官話なのか、音韻ばか

りでなく、語彙、文法などの面からも、研究を進

めていきたいと考えている。

最後に、反切の分析から得られたいくつかの収

穫について述べておきたい｡実は､『琉球官話集』の

音注には、現在のところ、意味不明なものが少な

くない。「二音」は、その意味自体不明だが、特

に直接書き加えられた漢字の羅列には、首をかし

げるものが少なくなかった。今回反切を分析する

うちに『五方元音』の音韻体系を音注に取り入れ

ていることが分かったことは、解読のうえで大き

な前進となった。また、『琉球官話集』の反切表

記に、従来とは逆順のものがあることが分かった

ことも、ささやかながら今回の収穫の一つだった

と考える。
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AnAnalysisofTanqie'UsedinRyukuanChinese
（Mandarin)Textbooks,'１Riuqiu-guanhuaji1’

YukikoWatanabe

Abstract

ⅡRiuqiu-guanhuaji1'areoldMandarinTextbooksusedduringtheperiodoftheRyukyu

Kingdom(1429-1879)whichhasl30pageswithmorethan4000topicsandlOOOvocalsounds､It

ispreservedatthelibraryofTenriUniversityinNaraThispaperwillanalyzethe'fanqie'usedin

11Riuqiu-guanhuaji1'comparedwiththesoundsymbolsusedintheCollectionofChineseLanguage

byTosoMiyaharaThestudyreveaｌｓｔｈａｔｔｈｅｓｏｕｎｄｓｙｍｂｏｌｓｕｓｅｄｉｎｔｈｅRyukuanMandarin

textbookshavebeengreatlyinfluencedbythei1Wufang-yuanyiniiwrittenattheendoftheMing

period（1368-1644)orthebeginningoftheShinperiod（1644-1912).ThisprovesthatNorthern

Mandarindialectsarewidelyusedinthetextbooks

Keywords:Riuqiu-guanhuaji,soundsymbols,fanqie,Wufang-yuanyin,NorthenMandarindialects

〈く琉球官話集>〉之反切

一反映北方官話的一個層面一

要約

《琉球官話集》是在琉球王朝時代通行於琉球的中文教材，無論從其質量或規模以観，

其研究債値之高是無庸置疑的。本文係針對天理大學附属圖書館所收藏的《琉球官話集》，

並参照《宮良當莊全集》第十巻附録於本書照片，對其「反切」進行分析，籍以證明《琉

球官話集》中之部分注音記載確係明顯地受到《五方元音》的影響，更能進而證明《琉球

官話集》的部分内容反映「北方官話」之音韻篭系。

關鍵詞：《琉球官話集》、往音、反切、《五方元音》、北方官話
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